
１年生の皆さん ご入学おめでとうございます
4 月 4 日（金）92 名の新入生を迎えて、平成２６年度入学式が行われました。新任職員 10 名を加

え、新たな東中学校の出発となりました。

児玉尚也校長先生の入学式式辞より

さて、みなさんに本校で生活するに当たり、知っていてほしいことがあります。それは、長い歴史の

中で先輩方から代々引き継がれてきている、本校の生活信条である「流汗悟道」についてです。本校は

昭和 33 年に三井中学校と志賀中学校が統合中学校として、この地に東村立東中学校として誕生しまし
た。開校当時は 12教室の 1棟と、それに志賀小学校旧体育館を移した集会所だけで、体育館はむろん、
グランドもありませんでした。そこで、「まず校庭を」という願いで工事が始められました。しかし、当

初は 10 日か 2 週間で完成と計画されていたものが、半分も仕上がらない状況でした。そこで、当時の
初代西沢校長により、PTA 会員を動員して、リヤカーとスコップを持参、人海戦術で、大勢の方のお力
をお借りし、3 日程度で整地が完了。さらに、周囲の土手まで築いてくださったと記録されています。
生徒も先生たちも「自分たちの学校は自分たちの手で…と熱い思いを持ち、その後、放課後の石拾いに、

廊下の床みがきに、樹木の水やりにと一生懸命であった」と、当時を思い返す卒業生の言葉が記録に残

されていました。この、生徒・職員・父母が一丸となって体に汗を流して学校をよくしようとした姿や

心意気が、今も引き継がれている、本校の生活精神である「流汗悟道」の源なのです。

55年目が過ぎようとしている私たちの東中学校の歴史や伝統は、目の前に形としてあるわけではなく、
その時代々に学校生活を営んでいた生徒、地域の方々、先生方によって創り出され、受け継がれてきて

いるものです。また、そこには多くの地域の方々の「子ども達の教育を学ぶ場を」

という強く、熱い願いや思い、そして、この学舎で時代々を精一杯生きた先輩方の

生き様が引き継がれています。私たちがこの歴史を知ることはとても大事なことで

もあります。

今年入学された皆さんも、本校のさらなる歴史を創る先頭を歩み、やがて来る 60
年、70 年先から振り返ると、歴史の一部分を創り上げてくれるみなさんです。壮大
なスケールでもあり、また、大事な役目でもあると自覚してください。

新入生代表 荻原昂大さんのことばより

私たち新入生 92 名は、東中学校の入学式を迎え、本校の生徒の仲間入りをすることになりました。
緊張と不安の中にも、これから始まる学校生活への期待で胸がいっぱいです。今までとは違う環境の中

で、僕たちは幅広い知識や技能を身につけたり、部活動に打ち込んだりして、新しいことにチャレンジ

していくわけですが、その中には苦しくてつらいことが待ち受けているかもしれません。

もし僕たちが悩んでいるときには、先生方、先輩、どうか力を貸してください。もち

ろん僕たちも仲間のため、助け合っていくつもりです。そして、92 人全員が、安心し
て楽しく学校生活を送れるような、よい人間関係を作っていきたいと思います。

在校生代表 油井麻純さんの歓迎のことばより

皆さんにとって、中学校というところは「初めて」がたくさんあります。初めての部活動、初めての

授業、初めての定期テスト、初めて会う友達。時には初めてのケンカや初めての恋なんていうこともあ
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るかもしれません。「初めて」これは誰もが不安と心配を抱くと思います。

しかし、人はこの「初めて」を乗り越えて成長していくと思います。新

入生の皆さんには、これから始まる中学校生活の中で、ぜひ「初めて」

をたくさん経験してもらい、人として成長するとともに、毎日が充実し、

中学生になれてよかったと思えるようになってほしいと思います。

10名の新しい先生方をお迎えしました
吉田 淳 一 先生（国語） 佐久市立望月中学校より
よし だ じゆんいち

堀内 貴之 先生（数学） 佐久市立浅間中学校より
ほり うち たか ゆき

北澤 雅彦 先生（保健体育） 飯綱町立飯綱中学校より（新規採用）
きた ざわ まさ ひこ

中村亜佳里 先生（英語） 軽井沢町立軽井沢中学校より
なか むら あ か り

遠山裕一郎 先生（家庭科、国語） 佐久市立浅間中学校より
とおやま ゆういちろう

細萱 健一 先生（美術） 佐久市立望月中学校より
ほそ がや けん いち

清水 孝男 先生（業務職員） 佐久市立野沢中学校より
し み ず た か お

羽田 勇輝 先生（非常勤 保体） 小諸市立芦原中学校より
は た ゆ う き

臼田 豊美 先生（特別支援教育支援員） 新規採用
う す だ と よ み

川口 悦子 先生（特別支援教育支援員） 佐久市立中佐都小学校より
かわぐち え つ こ

本年度の重点
本校では、昨年度に引き続き、次の三点に特に力を入れていきたいと考えています。学校評価等の観点

にもなりますので、保護者の皆様にも達成状況について見守っていただきたいと思います。

(1) 地域にも響くあいさつ
人と人との関係づくりはまず「あいさつ」から。地域の方々にも進んであいさつできるような生

徒をめざしていきます。生徒たちの気持ちよいあいさつに出会うような場面がありましたら、ぜひ

学校へもお知らせください。

(2)気配りを育てる無言清掃
清掃活動を再点検。きれいな環境を生み出すことはもちろん「無言清掃を利用し、気働きのでき

る人間づくり」を目指します。

(3)歌声を響かす生徒
伝統になってきた「精一杯歌う姿」「指揮者に集中しみんなで一つのものを作り上げる姿」を大事

にしながら、他の活動にも生かせるようになることをめざします。

保護者の皆様へお知らせとお願い

○本年度も本校にはスクールカウンセラーとスクールメンタルアドバイザーが配置されます。スクールカ

ウンセラーは、原則として毎週金曜日の 10:00 ～ 14:00 まで来校します。生徒だけでなく、保護者の皆
様のカウンセリングも受け付けていますので、ご希望の方は教頭までお申し出ください。

○学校では、従来よりスクールハラスメント防止に努めています。その一環として、何か相談事があると

き、いつでも相談に乗れるように、「相談窓口」を保健室に設置しています。学校でも生徒に知らせてい

ますが、ご家庭でも困ったことや悩み、その他相談したいことがあったら、保健室へ行くようにお子さ

んにお話しください。

○学校には、報道機関等から取材の申し込みが随時あります。また、学校だよりや学年だより等で写真が

掲載されることもあると思います。昨今、個人情報や肖像権の保護が求められておりますので、ご事情

により、お子さんの氏名や顔写真、作品等の放映や掲載で配慮を希望される場合には、担任までお知ら

せいただきますようお願いします。

（文責 教頭 畑田 一心）




